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 織りなす  快適なまち
～ 越前 Ｅ‐town Brand の創造 ～

　風光明媚な自然環境や、長年の歴史に培われた伝統文化、地域産業を、

自信と誇りを持った郷土人が守り育て、越前ならではの快適な住空間の創

造と文化の香り高いまちづくりを推進します。

越前町の将来像　10年後の越前町をこのようにイメージします

現　　　況 将　　来

平成12年 平成17年 平成27年（目標値）

将来人口 25,017人 23,995人 25,000人

就業人口（町内在住者） 13,162人 13,100人

町内での就業者（町外在住者含む） 9,433人 10,000人

交流人口（年間観光客数） 126万人（平成13年） 96万人 160万人

　　【本町の人口推計と将来人口】
　本格的な人口減少社会の到来を見

据えながら、10年後の目標人口を

25,000人と設定し、生活環境の質的

な向上に重点をおいたまちづくりの

展開を目指します。

　一方、交流人口の目標を160万人

と設定し、越前ブランドの創造によ

り、まちの魅力アップを図りながら、

交流の盛んな活力あるまちづくりを

目指します。

将来目標値　25,000人が快適に住み続けられるまちづくり

3,300人程度の
新たな人口定着

（人口減少の抑制）
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基 本 姿 勢　　　
　今後のまちづくりには、「町民と共に考え、行動

していく」ことを基本とし、町民と行政との協働

体制により各種施策を展開していきます。また、

町民とのコミュニケーションを通じて、「行政が

すべきこと」や「町民がすべきこと」を各々が

認識し、地域ニーズに即した効率的・効果的施

策を実践し自立型のまちづくりを目指します。

施策の大綱　　　

１．快適で安全に住めるまちづくり
　●住みやすいまちを演出する都市基盤、公共施設の充実
　●くらしの安全確保

２．健康で安心して暮らせるまちづくり
　●安心して暮らし続けられる保健・医療と福祉の充実

３．人が輝き交流で満ちあふれるまちづくり
　●町民主体のまちづくりの推進
　●次世代を担う人材育成

４．元気で活力みなぎるまちづくり
　●地域資源と共生する産業の振興
　●雇用環境の充実

５．個性豊かで誇りのもてるまちづくり
　●観光地としての新たな魅力向上
　●まちの魅力となる地域資源の保存と継承

６．町民に開かれた健全行財政のまちづくり
　●自主・自立型の行財政基盤の確立

まちづくりの大綱　「共に考え、行動していく」協働型まちづくり

　本格的な人口減少社会の到来に備えるため、町の最重点目標として『人口の維持・増加』を掲げます。

本目標の達成に向けて、以下の施策をリーディングプロジェクトと位置づけ、町民のまちづくりへの熱意や

パワーを結集し、本町の限りない発展を目指します。

住環境対策　 『快適な住環境整備プロジェクト』

最
重
点
目
標 

…
『
人
口
の
維
持
・
増
加
』

　町の限りない発展を支える定住人口の
増加を図るため、誰もが「住みたい、住
み続けたい」と思える便利で快適な住環
境の形成を目指します。

●自然環境を活かし多世代が住める低廉な宅地の造成と供給

●地域で支えあう相互扶助体制の強化と町民活動の活性化

●地域交通網・公共交通の確保と充実

 少子化対策 　『未来の担い手育成プロジェクト』

　町の永続的な繁栄を実現していくため、
これからの越前町を担っていく子どもた
ちが、心豊かにたくましく育つことがで
きる環境の整備を目指します。

●地域と行政の連携による出産・育児支援の強化

●地域・家庭・学校の協働による教育環境の充実

●男女共同参画社会の推進

 活性化対策　 『交流人口増加プロジェクト』

　町のにぎわいと活力を創出するため、
豊かな自然環境や多様な観光資源により
“町の魅力”を最大限に引き出し、交流人
口の増加を目指します。

●海・山・里の豊かな自然などの地域資源を活かした観光の活性化
●越前焼や農林水産資源、町の立地特性を活かした商工業
の活性化
●国際交流事業の推進

リーディングプロジェクト　越前町の限りない発展を目指す

越前町のまちづくりを

『共に考え、行動する』

【町民】
地域でできる
ことは地域で

協働型
まちづくり

【行政】
町民との対話
町民意向の反映

・分野別まちづくり施策の町民説明や懇談会
・事業化に向けたより詳細な個別計画の検討会
・協働による活動推進組織の設立　など

町民による町民のための自立型まちづくりの実践

12月の広報配付時に、越前町総合振興計画（基本構想）のダイジェスト版を、全戸へ配付予定です。
また、町ホームページ http://www.town.echizen.fukui.jp に、総合振興計画（基本構想・基本計画）全文を掲載予定です。
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